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P4こんなことがありました（令和３年度のおもな事業）
防災関連車両研究開発事業費等を増額
（令和４年度補正予算）
一般質問（７人の議員が登壇し、活発な議論を展開）
第17回伊達郡町議会議員大会

あつかし千年公園が完成
（令和３年度決算を認定）
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千年公園が完成千年公園が完成
令和３年度一般会計歳出 73億1253万円

歳　入　　80億7572万円

地方交付税
29億5774万円  36.6%

その他の自主財源
1億1735万円  1.5%使用料・手数料

8890万円  1.1%

寄附金　4億5295万円  5.6%

繰入金・繰越金
7億6547万円  9.5％

町税
9億6183万円  11.9%

その他の依存財源
3億2510万円  4.0%

町債（借金）
5億3945万円  6.7%

国県支出金
18億6693万円  23.1%

（うち除染対策分）
   2億8851万円  3.6％

（うち災害復旧分）
   5725万円  0.7%

町の収入でまかないきれない分
を国が交付、再配分するもの

（災害復興特別交付税）

町税の延滞金など

国や県からの補助金

銀行などからの借入金

地方譲与税、地方消費税
交付金など

町民税、固定資産税、
町たばこ税など

貯金を下ろして使うもの、
前年度残金の繰越金

町営住宅や公共施設の使用料など

依存財源依存財源
56億8922万円
70.4％

56億8922万円
70.4％

自主財源自主財源
23億8650万円
29.6％

23億8650万円
29.6％

歳　出　　73億1253万円
人件費
12億1076万円  16.6%

（うち職員給与）
　8億8309万円  12.1%
扶助費
5億6401万円  7.7%

公債費（借金返済）
5億7426万円  7.9%

普通建設事業費
5億1754万円  7.1%

災害復旧事業費
6億3338万円  8.7%

その他
13億6538万円  18.7%

補助費等
10億5914万円  14.5%

（うち除染など
　原発災害対策関連費用）
　1億1329万円  1.5％

（うち除染など
　原発災害対策関連費用）
　2423万円  0.3％

維持補修費
8025万円  1.1%

物件費
13億781万円 17.9%

（うち仮置場原状復旧、除染など原発災害
　対策関連費用）1億907万円  1.5%

議員、正職員、会計年度任用職員
の給与など

障害者福祉の費用や児童手当など

借入金の繰上償還や元金、
利子の返済

仮置場管理の除染費用など

公共施設や町道などの補修費用

藤田病院や消防組合の負担金、福島県
営農再開支援事業（果樹改植）など

特別会計への繰出金など

町道整備事業、ため池放射性物質対策や
ふくしま森林再生事業など

除去土壌等搬出や道水路災害復旧事業

義務的経費義務的経費

一般的経費
その他

一般的経費
その他

23億4903万円
32.1％

23億4903万円
32.1％

投資的経費投資的経費
11億5092万円
15.7％

11億5092万円
15.7％

38億1258万円
52.1％

38億1258万円
52.1％
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あつかし千年公園に咲く中尊寺ハス

　

令
和
３
年
度
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般
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計
決
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、
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入
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２
万
円
（
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０
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６
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出
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１
２

５
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り
、
翌
年
度
に
繰
越

す
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質
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支
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１
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お
も
な
事
業
は
、
歴
史
公
園

推
進
事
業
（
あ
つ
か
し
千
年
公

園
）
や
、
仮
置
場
の
原
状
復
旧

工
事
、
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
事

業
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　

今
後
も
定
住
化
促
進
住
宅
事

業
や
歴
史
ま
ち
づ
く
り
推
進
事

業
な
ど
主
要
事
業
が
控
え
て
い

る
た
め
、
さ
ら
な
る
財
源
確
保

と
歳
出
削
減
な
ど
に
取
り
組

み
、
安
定
し
た
財
政
運
営
に
努

め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
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自
主
財
源
の
中
心
と
な
る
町

税
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前
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比
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万
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の
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と
な
り
ま
し
た
。
依
存
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源
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国
庫
支
出
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９
月
議
会
定
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は
９
月
６
日
か
ら
16
日
ま
で
11
日
間

の
会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
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今
定
例
会
に
は
、
令
和
３
年
度
決
算
認
定
や
、
ふ
る
さ

と
納
税
の
寄
付
見
込
み
増
に
よ
り
積
立
金
を
増
額
す
る
補

正
予
算
な
ど
25
議
案
が
提
出
さ
れ
、
す
べ
て
原
案
ど
お
り

認
定
、
可
決
、
同
意
、
適
任
と
し
ま
し
た
。

　

一
般
質
問
で
は
７
人
の
議
員
が
登
壇
し
、
12
項
目
に
わ

た
っ
て
町
政
を
た
だ
し
ま
し
た
。

一
般
会
計
決
算

歳

入

■令和3年度特別会計決算状況
会 計 名 歳入総額 歳出総額

公 共 下 水 道 事 業 2億7095万円 2億6239万円
後 期 高 齢 者 医 療 1億4199万円 1億3977万円
国 民 健 康 保 険 10億4107万円 10億1510万円
介 護 保 険 14億4688万円 13億9892万円
土 地 開 発 事 業 7万円 0円
渇 水 対 策 施 設 897万円 797万円
大 木 戸 財 産 区 18万円 14万円
入 山 財 産 区 22万円 13万円

■令和3年度水道事業会計
収 支 別 収入 支出

収 益 的 収 支 2億5581万円 2億4292万円
資 本 的 収 支 1995万円 1億558万円

資本的収支の不足分は過年度分損益勘定留保資金及び減債積立金で補てんしました。

■町債（借金）年度末現在高
会 計 名 令和３年度 令和２年度

一般会計 58億1647万円 58億1868万円

下水道 13億2780万円 13億9684万円

合計 71億4427万円 72億1552万円

■主な基金年度末現在高
基金 令和３年度 令和２年度

財政調整基金 8億1508万円 7億9490万円
ふるさと振興基金 1億9244万円 2億1280万円
復興基金 1億5488万円 1億5484万円

公共施設整備基金 2億9024万円 1億6021万円
文教施設整備基金 3億0019万円 1億1017万円

あつかしあつかし
9月定例会
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資
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費
な

ど
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１
億
６
５
６
８
万
円
減
、

そ
の
他
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積
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金
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ど
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は
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１
２
４
４
万
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増
と

な
り
ま
し
た
。

歳

出



4
くにみ議会だより No.194
2022.10

新型コロナウイルスの蔓延を防ぐとともに、罹患し
た場合の重症化を予防するため円滑なワクチン接種
を進めました。

令和3年2月13日に発生した福島県沖地震により被
災した損壊家屋の解体を行いました。

阿津賀志山防塁（下二重堀地区）に歴史公園を整備
し、令和3年度に開園いたしました。

町内外の道の駅等において町産品のPRと販売を行
いました。また、新型コロナウイルスにより影響を
受けた事業者に対する支援を行いました。

イルミネーション・ビッグツリーや、小坂まちづく
り・大木戸歴史むらづくりなどの地域コミュニティ
の育成を行いました。

77117711万円万円

11億億29562956万円万円

86508650万円万円414414万円万円

新型コロナワクチン接種事業

災害廃棄物処理事業

農商工業振興事業まちづくり推進事業

11億億21642164万円万円

あつかし千年公園整備事業

ありましたありました
したおもな事業
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仮置場の点検管理や、除去土壌等の搬出が終了した
仮置場の原状復旧工事を行いました。

新型コロナウイルス蔓延により、家計への影響を大
きく受けた非課税世帯及び子育て世帯への臨時特別
給付金の給付を行いました。

まちづくり人材育成と若者の移住定住促進を目的
に、「エリアデザインラボ」、「クニミノマド」、「公
営塾探求授業プロジェクト」を実施しました。

小中学校におけるICT活用による授業の充実のた
め、校内における通信環境の整備を行いました。

令和元年10月に発生した台風19号による災害で崩落
した法面の復旧工事を行いました。（令和2年度・
令和3年度繰越事業）

22億億22352235万円万円

11億億65486548万円万円

46564656万円万円 22億億42294229万円万円

仮置場の点検管理、原状復旧

臨時特別給付金事業

GIGAスクール整備事業 林道災害復旧事業
林道貝田線法面復旧工事

752752万円万円

国見ホイスコーレ事業
（若者を中心とした学びの場）

こんなことがこんなことが
令和3年度に実施
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12
月
の
補
正
で
防
犯
灯
等
の
増

設
も
含
め
増
額
と
し
た
。

音お
ん

旅た
び

と
は
ど
の

よ
う
な
も
の
か

問
（
松
浦
常
雄
議
員
）

　

情
報
発
信
業
務
に

「
音
旅
」
の
支
出
に
２
９
７
万

と
あ
る
が
ど
の
よ
う
な
も
の

か
。企

画
調
整

課　
　

長
　

８
年
前
に
製
作

し
た
御
朱
印
帳
を

音
旅
事
業
と
し
て
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
し
た
も
の
。
二
次
元
コ
ー
ド

を
読
み
取
る
と
国
見
町
の
歴
史

的
遺
産
や
史
跡
の
解
説
等
情
景

が
浮
か
ぶ
よ
う
な
解
説
が
聞
け

る
。
１
０
０
０
部
作
成
し
、
歴

史
ウ
ォ
ー
ク
等
イ
ベ
ン
ト
で
の

配
布
や
町
外
で
は
ア
ン
テ
ナ

シ
ョ
ッ
プ
等
に
配
置
し
て
い

る
。

Ｍ
ａ
ａ
ｓ
事
業
の

今
後
に
つ
い
て

問
（
渡
辺
勝
弘
議
員
）

　

商
工
会
が
行
っ
て
い

た
、
ま
ち
な
か
タ
ク
シ
ー
が
、

昨
年
か
ら
町
に
移
管
さ
れ
Ｍ
ａ

ａ
ｓ
事
業
と
し
て
実
証
実
験
が

行
わ
れ
て
い
る
が
、
今
後
は
ど

の
様
に
取
り
組
む
の
か
。

町
長
　

平
成
20
年
頃
に
ま
ち

な
か
タ
ク
シ
ー
が
出
来

た
目
的
は
、
商
店
街
の
振
興
と

理
解
し
て
い
る
。
そ
の
後
、
使

い
に
く
い
と
い
う
意
見
も
あ

り
、
町
全
体
と
し
て
、
高
齢
者

の
移
動
の
足
を
確
保
す
る
た
め

公
共
交
通
シ
ス
テ
ム
を
構
築

し
、
新
た
な
交
通
体
系
を
作
る

必
要
が
あ
る
と
思
っ
て
い
る
。

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の

利
用
方
法
に
つ
い
て

問
（
山
崎
健
吉
議
員
）

　

定
住
化
促
進
総
合
対

策
で
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
ビ
デ
オ

３
９
６
万
と
あ
る
が
、
具
体
的

に
は
ど
の
様
に
展
開
し
て
い
る

の
か
。

企
画
調
整

課　
　

長
　

国
見
町
の
交
流

人
口
を
増
や
す
た

め
、
2
拠
点
移
住
者
を
タ
ー

ゲ
ッ
ト
に
短
編
映
画
を
制
作
し

た
。
映
画
を
見
て
頂
く
た
め

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
公
開
し
た

り
、
発
表
会
を
行
っ
て
い
る
。

超
過
勤
務
縮
減
の

取
り
組
み
に
つ
い
て

問
（
八
島
博
正
議
員
）

　

2
年
度
１
０
０
時
間

を
超
え
る
職
員
が
32
人
か
ら
3

年
度
は
19
人
に
減
少
し
て
い

る
。
し
か
し
総
額
で
約
６
０
０

０
万
円
の
超
過
勤
務
手
当
が
支

給
さ
れ
て
い
る
。
残
業
を
少
な

く
す
る
取
り
組
み
に
つ
い
て
伺

う
。

総
務

課
長
　

災
害
等
が
あ
っ
た
場

合
は
、
当
然
町
民
福
祉

の
た
め
に
し
っ
か
り
や
っ
て
い

る
が
、
通
常
業
務
に
つ
い
て
は

効
率
的
・
合
理
的
に
進
め
な
け

れ
ば
と
考
え
て
い
る
。
労
働
安

全
衛
生
委
員
会
で
業
務
の
進
め

方
や
、
課
ご
と
に
や
り
方
を
検

討
す
る
等
、
優
先
順
位
を
つ
け

て
仕
事
を
進
め
る
よ
う
指
示
し

て
い
る
。

副
町
長
　

超
過
勤
務
は
特

別
な
勤
務
と
い
う

意
識
づ
け
、
定
期
的
な
組
織
や

業
務
の
見
直
し
、
ま
た
、
人
材

育
成
に
よ
る
個
々
人
の
ス
キ
ル

ア
ッ
プ
な
ど
を
通
じ
て
超
過
勤

務
を
縮
減
し
て
い
き
た
い
。

予
算
の
執
行
は

適
切
で
あ
っ
た
か

問
（
八
島
博
正
議
員
）

　

昨
年
度
の
予
算
執
行

率
は
、
前
年
度
よ
り
約
2
％
低

い
。
町
民
の
た
め
の
予
算
で
あ

り
、
要
望
達
成
の
た
め
前
年
並

み
に
活
用
す
べ
き
で
は
な
い

か
。

町
長
　

予
算
の
作
成
時
に

は
、
な
る
べ
く
町
民
の

福
祉
向
上
に
役
立
て
る
た
め

に
、多
め
に
取
る
こ
と
も
あ
る
。

し
か
し
実
際
に
事
業
を
始
め
た

と
き
に
、
対
象
者
が
減
少
し
た

り
、
特
に
昨
年
の
場
合
は
コ
ロ

ナ
禍
の
影
響
に
よ
り
思
う
よ
う

に
事
業
が
展
開
で
き
な
か
っ
た

こ
と
に
よ
り
、
予
算
と
決
算
に

乖
離
が
生
じ
た
と
理
解
願
い
た

い
。

　

令
和
3
年
度
各
会
計
決
算
認
定
は
、
一
般
会
計
、
各
特
別
会
計

す
べ
て
を
原
案
ど
お
り
賛
成
多
数
で
認
定
し
ま
し
た
。
主
な
質
疑

は
次
の
と
お
り
で
す
。

令
和
３
年
度
決
算
認
定

一
般
会
計

防
犯
活
動
事
業
は
当

初
予
算
よ
り
大
幅
に

増
加
し
て
い
る
が

問
（
蒲
倉　

孝
議
員
）

　

防
犯
活
動
事
業
は
、

事
業
全
体
で
当
初
予
算
７
４
３

万
に
対
し
て
最
終
予
算
が
１
４

８
７
万
と
倍
増
し
て
い
る
の
は

な
ぜ
か
。

住
民
防
災

課　
　

長
　

安
全
施
設
の
シ

ス
テ
ム
（
ガ
ー
ド

レ
ー
ル
・
防
火
水
槽
・
カ
ー
ブ

ミ
ラ
ー
を
管
理
す
る
シ
ス
テ

ム
）
つ
い
て
、
経
年
に
よ
る
更

新
が
必
要
と
な
り
、
９
月
及
び

質質質質

疑疑疑疑
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副
町
長

財
産
調
査
や
面

談
等
を
実
施
し
、

生
活
状
況
等
を
把
握
し
、
資
産

も
な
く
生
活
困
窮
の
た
め
処
分

停
止
と
し
、
3
年
経
過
し
た
こ

と
か
ら
不
能
欠
損
処
理
と
し

た
。

　

ま
た
、
未
納
が
あ
る
場
合

は
、
基
本
的
に
1
か
月
ご
と
に

来
庁
を
求
め
、
納
税
相
談
も
含

め
面
談
し
、
短
期
の
保
険
証
を

発
行
し
て
い
る
。

　

本
議
案
は
、
誰
も
が
安
心
し

て
医
療
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

る
政
策
で
あ
り
ま
す
が
、
現
実

に
は
保
険
税
が
払
え
な
い
方
が

な
か
な
か
な
く
な
ら
な
い
。
し

か
も
、
一
般
会
計
か
ら
の
繰
入

れ
も
制
限
さ
れ
る
よ
う
な
制
度

に
な
っ
て
い
ま
す
。
平
等
に
恩

恵
に
あ
ず
か
れ
る
保
険
料
と
な

る
よ
う
、
制
度
の
変
更
も
必
要

で
は
な
い
か
と
考
え
、よ
っ
て
、

本
案
は
認
め
ら
れ
な
い
と
す
る

も
の
で
す
。（賛

成
多
数
で
可
決
）

　会計の決算書が関係法令に準拠しているか、財政運営が適正かを主眼として
審査をしました。
　その結果、総括的には各会計とも黒字を維持しており、計画的な財政執行に
よる収支の均衡と健全な財政運営が行われていました。
　また、健全化判断比率、資金不足比率審査は、その算定の基礎となる書類が
適正に作成されているかを主眼として実施しました。
　その結果、いずれも適正に行われていま
した。健全化判断比率については、実質公
債費率3.2％であり、早期健全化基準である
25％を下回っています。また将来負担比率
は2.4％で、基準の350％を下回っているの
で、良好な状態です。
　公営企業の経営状況は、水道事業会計、
下水道事業特別会計、土地開発事業特別
会計のいずれも資金不足はありませんでし
た。（抜粋）

決算審査報告
代表監査委員　佐藤　德正／監査委員　小林　聖治

決算審査結果について報告
する佐藤代表監査委員

東
日
本
大
震
災
に
お
け
る

東
京
電
力
の
損
害
賠
償
は

問
（
浅
野
富
男
議
員
）

　

東
日
本
大
震
災
で
の

東
京
電
力
か
ら
の
弁
償
金
１
２

３
万
と
あ
る
が
、
今
ま
で
の
請

求
金
額
と
賠
償
金
は
合
計
で
い

く
ら
に
な
る
か
。

住
民
防
災

課　
　

長

東
京
電
力
か
ら

の
弁
償
金
は
こ
れ

ま
で
も
何
度
か
受
け
、
国
見
町

の
賠
償
請
求
額
は
３
億
３
２
１

６
万
で
、
今
ま
で
の
弁
償
額
は

１
億
５
７
６
６
万
で
47
・
５
％

の
支
払
い
が
あ
っ
た
。
東
京
電

力
と
は
今
後
も
未
払
い
分
に
つ

い
て
交
渉
し
て
い
く
。

※下記以外の議案は全員賛成で可決されています。

議員名

議案等

議
決
結
果

蒲
倉
　
　
孝

八
巻
喜
治
郎

宍
戸
　
武
志

山
崎
　
健
吉

小
林
　
聖
治

村
上
　
　
一

佐
藤
　
定
男

渡
辺
　
勝
弘

松
浦
　
常
雄

浅
野

富
男

八
島

博
正

認定第７号　国見町国民健康保険特
別会計歳入歳出決算認定について

可
決 〇 病

欠 〇 〇 〇 〇 病
欠 〇 〇 ● 〇

〇：賛成　　●：反対　　　　　：討論者　　※議長（東海林一樹）は採決に加わらない。

議案審議
結 果

財
産
区
の
今
後
の

見
直
し
策
は

問
（
村
上　

一
議
員
）

　

入
山
財
産
区
は
、
今

も
手
入
れ
が
あ
ま
り
さ
れ
ず
、

管
理
料
の
み
発
生
し
、
区
の
負

担
に
な
っ
て
い
る
。
今
後
見
直

し
が
必
要
で
は
な
い
か
。

産
業
振
興

課　
　

長

現
在
は
分
収
林

契
約
と
区
域
分
収

林
契
約
が
あ
り
、
内
容
を
確
認

し
、
必
要
に
応
じ
て
伐
採
な
ど

を
検
討
す
る
。

歳
入
の
不
能

欠
損
額
に
つ
い
て

問
（
浅
野　

富
男
議
員
）

　

欠
損
処
分
3
件
で
１

３
６
万
と
あ
る
が
ど
の
よ
う
な

内
容
か
。
ま
た
、
こ
の
方
が
再

医
療
を
受
け
る
場
合
は
ど
の
よ

う
に
な
る
の
か
。

入
山
財
産
区
特
別
会
計

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

反
対
討
論
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令和４年度一般会計
補正予算（第3号）のおもな内容

【主な事業】
◦防災関連車両研究開発事業費� 4億3210万円
◦児童福祉施設感染予防費� 100万円
◦罹災救助給付金� 84万円
◦コロナウイルスワクチン接種事業� 3689万円
◦被災家屋解体事業費� 3億6440万円
◦新規就農者育成総合対策事業� 209万円
◦果樹ひょう害対策緊急支援事業� 1900万円
◦大枝排水機場緊急対策支援事業� 1524万円
◦屋根耐風改修支援事業補助金� 1325万円
◦ブロック塀等安全確保事業� 200万円
◦防火水槽修繕工事等� 200万円
◦防災倉庫設置工事� 198万円
◦国見小学校給油設備改修工事� 516万円
◦県北中学校部活動補助金� 69万円
◦各地区集会施設・社会体育施設トイレ洋式化工事� 3202万円
◦観月台文化センター自家発電設備更新工事� 902万円
◦福島県沖地震による旧佐藤家住宅修繕工事� 173万円
◦給食センター修繕費� 100万円
◦町道災害復旧工事� 80万円
◦庁舎災害復旧工事� 589万円
◦その他� 1億1290万円
� 計　10億6000万円
【主な財源】
◦国県からの補助金� 2億6989万円
◦地方債� 6950万円
◦その他（前年度繰越金・特別会計繰入など）� 5億5884万円
◦一般財源（町税・地方交付税など）� 1億6177万円
� 計　10億6000万円

令
和
4
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
3
号
）

防
災
関
連
車
両
研
究
開
発

事
業
費
等
を
増
額

問
（
松
浦
常
雄
議
員
）

　

果
樹
ひ
ょ
う
害
対
策

緊
急
支
援
事
業
と
は
、
具
体
的

に
ど
の
よ
う
な
支
援
を
す
る
の

か
。産

業
振
興

課　
　

長
　

今
年
6
月
2

日
・
3
日
に
町
内

の
一
部
で
発
生
し
た
ひ
ょ
う
被

害
に
対
し
、
10
ａ
あ
た
り
1
万

9
０
０
０
円
を
支
援
す
る
県
の

補
助
事
業
に
取
り
組
む
も
の
。

問
（
山
崎
健
吉
議
員
）

　

住
基
情
報
の
コ
ン
ビ

ニ
交
付
に
係
る
経
費
に
つ
い

て
、
窓
口
交
付
よ
り
も
相
当
持

ち
出
し
に
な
る
が
、
考
え
方
を

ど
の
よ
う
に
整
理
し
て
い
る
の

か
。住

民
防
災

課　
　

長
　

あ
く
ま
で
も
住

民
サ
ー
ビ
ス
向
上

と
し
て
、
コ
ン
ビ
ニ
交
付
導
入

を
進
め
た
い
。

問
（
渡
辺
勝
弘
議
員
）

　

企
画
費
に
お
け
る
委

託
料
の
防
災
関
連
車
両
研
究
開

発
費
に
つ
い
て
、
救
急
車
を
４

億
３
２
０
０
万
円
を
か
け
て
開

発
し
た
後
、
ど
う
利
用
す
る
の

か
。企

画
調
整

課　
　

長
　

こ
の
救
急
車

は
、
10
台
程
度
研

究
開
発
・
製
造
を
予
定
し
、
近

隣
又
は
県
外
の
自
治
体
や
消
防

組
合
等
へ
の
リ
ー
ス
を
検
討
し

て
い
る
。

問
（
蒲
倉　

孝
議
員
）

　

こ
の
開
発
費
は
、
当

初
予
算
に
は
な
か
っ
た
の
だ

が
。企

画
調
整

課　
　

長
　

令
和
4
年
2
月

末
か
ら
８
月
末
に

か
け
て
総
額
４
億
３
２
０
０
万

円
の
寄
付
が
あ
っ
た
。
町
で
は

官
民
連
携
に
よ
る
町
の
課
題
解

決
の
た
め
に
設
立
し
た
官
民
共

創
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
の
枠
組
み

に
お
い
て
、
株
式
会
社
ワ
ン

テ
ー
ブ
ル
と
防
災
に
関
係
す
る

包
括
連
携
協
定
を
結
ん
で
お

り
、
今
回
の
救
急
車
両
の
開
発

を
行
う
こ
と
と
な
っ
た
。

問
（
宍
戸
武
志
議
員
）

　

通
常
、
リ
ー
ス
会
社

は
リ
ー
ス
料
を
貰
う
が
、
そ
の

方
式
な
の
か
。
そ
の
リ
ー
ス
料

は
ど
こ
に
入
る
の
か
。

企
画
調
整

課　
　

長
　

あ
く
ま
で
町
と

し
て
は
研
究
開
発

が
主
な
目
的
で
あ
り
、
町
が
直

接
リ
ー
ス
料
を
貰
う
こ
と
は
、

今
の
と
こ
ろ
考
え
て
い
な
い
。

　

令
和
４
年
度
補
正
予
算
の
う
ち
、
一
般
会
計
（
第
３
号
）
は
、
既
定
の
予
算
総
額
に

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
10
億
６
０
０
０
万
円
を
追
加
し
、
予
算
総
額
78
億
１
５
０
０
万

円
と
す
る
こ
と
を
全
員
賛
成
で
可
決
し
ま
し
た
。

　

主
な
歳
出
は
、
防
災
関
連
車
両
研
究
開
発
事
業
、
福
島
県
沖
地
震
の
災
害
廃
棄
物

処
理
事
業
、
ひ
ょ
う
害
対
策
事
業
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
事
業
な

ど
で
す
。質質質質

疑疑疑疑
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（
要
旨
）
4
月
1
日
付
の
過
疎

指
定
を
受
け
、
町
の
持
続
的
な

発
展
の
た
め
計
画
を
策
定
す
る

も
の
。

問
（
宍
戸
武
志
議
員
）

　

過
疎
指
定
に
な
っ
た

地
域
に
は
、
財
政
的
な
支
援
が

必
要
だ
と
思
う
が
。

総
務
課
長
　

過
疎
地
域
に
つ
い
て

は
、
過
疎
法
と
い
う
時

限
立
法
が
定
め
ら
れ
て
お
り
、

そ
こ
で
起
債
を
充
当
し
た
う
え

で
、
そ
れ
が
事
業
に
対
し
て
担

保
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ

り
、
現
時
点
で
財
源
が
不
足
す

る
と
か
、
そ
の
よ
う
な
こ
と
は

基
本
的
に
は
な
い
も
の
と
考
え

て
い
る
。

問
（
八
島
博
正
議
員
）

　

く
に
み
学
園
構
想
と

国
見
町
教
育
支
援

セ
ン
タ
ー
を
新
設

（
要
旨
）
不
登
校
及
び
不
登
校

傾
向
児
童
生
徒
に
対
す
る
学
習

活
動
及
び
社
会
復
帰
支
援
の
た

め
、
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
を
設

置
す
る
も
の
。

�

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

問
（
八
島
博
正
議
員
）

　

本
条
例
は
、
公
布
の

日
か
ら
施
行
と
あ
る
が
、
お
お

よ
そ
い
つ
施
行
に
な
る
の
か
。

学
校
教
育

課　
　

長
　

こ
の
条
例
は
、

議
決
の
日
に
公
布

し
、
同
日
施
行
と
し
た
い
。

（
要
旨
）
人
事
院
規
則
の
改
正

を
受
け
、
職
員
の
育
児
休
業
の

取
得
要
件
等
を
緩
和
す
る
も

の
。

�

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

（
要
旨
）
地
域
再
生
法
第
17
条

の
６
の
地
方
公
共
団
体
等
を
定

め
る
省
令
の
改
正
及
び
国
見
町

過
疎
地
域
持
続
的
発
展
町
計
画

の
策
定
を
受
け
、
固
定
資
産
税

課
税
免
除
に
関
す
る
所
要
の
改

正
を
行
う
も
の
。

�

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

国
見
町
過
疎
地
域
持
続

的
発
展
計
画

国
見
町
教
育
支
援

セ
ン
タ
ー
条
例

職
員
の
育
児
休
業
等
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

国
見
町
税
特
別
措
置

条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

計
画
策
定

条
例
制
定

条
例
改
正

町
長
　

こ
の
事
業
は
、
官
民

共
創
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム

と
い
う
事
業
を
ベ
ー
ス
に
、
企

業
版
ふ
る
さ
と
納
税
を
原
資
と

し
て
参
加
企
業
が
行
う
事
業
に

対
し
、
町
が
委
託
の
形
で
資
金

を
提
供
す
る
。
町
に
と
っ
て
の

メ
リ
ッ
ト
は
、
資
金
を
提
供
す

る
代
わ
り
に
、
国
見
町
を
Ｐ
Ｒ

す
る
こ
と
で
あ
り
、
企
業
に

し
っ
か
り
Ｐ
Ｒ
し
て
も
ら
う
こ

と
で
、
国
見
町
の
イ
メ
ー
ジ

ア
ッ
プ
に
繋
げ
た
い
。

問
（
村
上　

一
議
員
）

　

新
規
就
農
者
育
成
総

合
対
策
と
し
て
２
０
８
万
８
０

０
０
円
が
計
上
さ
れ
て
い
る

が
、
内
容
に
つ
い
て
伺
う
。

産
業
振
興

課　
　

長
　

新
規
就
農
者
に

対
す
る
国
庫
補
助

金
対
象
者
と
し
て
、
年
間
１
５

０
万
円
の
給
付
金
対
象
が
5

人
、
機
械
補
助
の
対
象
が
2
人

と
な
り
、
そ
の
交
付
決
定
額
と

当
初
予
算
額
と
の
差
額
を
補
正

す
る
も
の
。

こ
の
計
画
の
関
係
に
つ
い
て
、

現
在
分
か
る
範
囲
で
教
え
て
ほ

し
い
。

教
育
長
　

過
疎
計
画
に
記

載
し
て
い
る
く
に

み
学
園
整
備
事
業
は
、
現
在
検

討
中
の
段
階
に
あ
る
。
現
在
の

小
学
校
、
中
学
校
を
新
し
く
建

て
替
え
る
こ
と
に
な
る
の
か
、

一
部
利
用
す
る
の
か
、
場
所
が

ど
こ
に
な
る
の
か
と
い
う
こ
と

に
つ
い
て
も
、
今
後
整
備
構
想

の
中
で
検
討
し
て
い
く
。

（
浅
野
富
男
議
員
）

　

本
計
画
案
は
、
過
疎
指
定
を

受
け
た
こ
と
に
よ
り
、
作
成
が

必
須
と
さ
れ
る
計
画
案
で
あ
り

ま
す
。
私
は
、
町
と
し
て
の
運

営
の
自
主
性
が
損
な
わ
れ
る
方

向
に
あ
る
の
で
は
と
受
け
止
め

ら
れ
る
部
分
も
あ
り
、
住
民
へ

の
行
政
サ
ー
ビ
ス
が
削
ら
れ
る

と
い
う
こ
と
に
も
つ
な
が
る
と

過
疎
法
に
基
づ
く
持
続
的
発
展
計
画
を
策
定

賛
成
討
論

思
い
ま
す
が
、
過
疎
地
と
し
て

の
自
治
体
に
は
、
ど
う
し
て
も

必
要
な
計
画
と
さ
れ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
賛
成
を
表
明
す
る
も

の
で
あ
り
ま
す
。
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意見書意見書 ９月定例会では意見書１件を全員賛成で可決し、国など関係機関へ提出
しました。

シルバー人材センターに
対する支援を求める
意見書

令和５年10月に導入される消費税における適格請
求書等保存方式（インボイス制度）について、シル
バー人材センター運営の支障となる恐れが大きい
ことから、センター会員への配分金について、イン
ボイス制度の適用除外とする等の措置を講ずるよ
う求めるもの。

可決

町長の行政報告（抜粋）

●福島県沖地震
•罹災・被災調査は終了しており、住家では全壊7棟、半壊以
上196棟、準半壊と一部損壊を合わせて1,048棟、合計1,251棟、
このほか非住家では179棟が半壊であった。
•被災家屋などの公費解体事業について、172件の申請があり、
査定終了後に随時発注を行う。
•町罹災救助給付金及び被災者生活再建支援について、住家
に半壊以上の被害があった世帯に見舞金を交付。再建支援に
は18件の申請があり、今後も受付と給付の対応を進める。
•住宅応急修理事業について、11月15日まで受付を延長し、
12月31日までの完了分まで対応する。
•町税等の減免について、固定資産税、国民健康保険税、介
護保険料、合計2千万円弱の減免となる見込み。
•公共施設について、観月台体育館は、タウンミーティング
により利用者の声を聴いている。観月台文化センターエレベ
ーターは、7月中旬に復旧。
■健やかに暮らせるまちづくり
●新型コロナウイルス感染症対策
•第7波の影響で8月には189人が感染、感染者数は過去最高
を記録した。引き続き感染拡大の防止、感染者への支援を進
める。ワクチンは4回目の接種を継続するほか、更に5回目に
向けた準備を進めるための予算を本定例会に計上。
●保健師出前健康相談
•8月24日から9月1日まで、集団健診の事後指導として、各
地区にて健康相談会を開催。
●敬老会について
•新型コロナウイルス感染症の収束がいまだ見通せないため、
本年度の開催は中止とした。
■安全・安心な優しいまちづくり
●災害協定について
•7月28日、災害時の通信施設の迅速かつ円滑な復旧のため、
東日本電信電話株式会社福島支店と「災害時等における通信復
旧の協力に関する協定」を締結した。
●防災マップについて
•県の浸水想定区域変更を受け、町防災マップの改定版を配
布。防災対策会議を6か所で開催し、危険エリアや避難行動
の確認、避難所開設や運営についての訓練を実施する。

■未来につながるまちづくり
●結婚世話焼き人について
•結婚世話やき人主催交流事業の「はな結びくにみ」開催。今
後も継続する。
●（仮称）くにみ学園構想策定について
•第1回くにみ学園基本構想策定委員会を開催し、町の現状
と今後の教育のあり方の議論を始めた。
●国見町教育支援センターについて
•不登校の児童生徒が安心して学習や交流活動ができる居場
所として、体験通級を始めていたもの。正式設置のため、本
定例会に設置条例の議案を提出した。
■恵まれた資源を活かしたまちづくり
●農業振興地域整備計画の見直しについて
•整備計画案のパブリックコメントを実施。県との協議を経て、
来春に整備計画を決定する予定。
●鳥獣被害対策について
•野生動物撃退装置「モンスターウルフ」を新たに3台導入し
た。
●風評対策事業について
•岩手県平泉町、栃木県茂木町、岐阜県池田町、北海道ニセ
コ町で桃のPR販売を行い、いずれも完売。
■相互理解と共感のあるまちづくり
●過疎地域持続的発展計画について
•総合計画審議会の答申を受け、本定例会に議案として提案。
第6次総合計画基本計画の一部見直しも行った。
■町として生きるまちづくり
●義経まつりについて
•義経まつり実行委員会において9月23日開催を決定。新型
コロナウイルス感染症に配慮し武者行列を継続しながらコン
パクトに、楽しさをアップした内容となる。
●官民共創コンソーシアムについて
•コンソーシアム参画企業から推薦された4人に委嘱状を交
付し、防災、福祉、農業、教育など様々な分野で民間の高い
知見や手法を町の取り組みに活用していく。
●移住定住について
•板橋南子育て住宅について、9月に2世帯の入居見込みとな
り、これで満室となった。
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一
般
質
問
と
は
、
議
員
が
町
政
全
般
に
わ
た
り
執
行

一
般
質
問
と
は
、
議
員
が
町
政
全
般
に
わ
た
り
執
行

状
況
や
将
来
に
対
す
る
方
針
な
ど
、
諸
問
題
に
つ
い

状
況
や
将
来
に
対
す
る
方
針
な
ど
、
諸
問
題
に
つ
い

て
質
問
を
行
い
、
政
治
姿
勢
を
明
ら
か
に
す
る
も
の

て
質
問
を
行
い
、
政
治
姿
勢
を
明
ら
か
に
す
る
も
の

で
す
。

で
す
。

議員 質問事項 ページ

宍戸　武志
消防団員確保における課題は

12
くにみプレミアム商品券の検証

渡辺　勝弘 早急に受援計画を策定すべきではないか 13

山崎　健吉
当町の交通安全対策の取り組みは

14
施設の統廃合等による利用方法は

村上　　一 農業振興による過疎対策は 15

蒲倉　　孝
国見町内のガードレール・生活道路柵の設置は

16
企業誘致について

小林　聖治
新型コロナウイルス感染症の分類２類から５類へ
の引き下げによる影響は 17
農繁期の労働力の確保に何らかの対策を

浅野　富男
安全に水を供給するには

18
町民に弔意の要請をするのか

町
政
町
政
をを
問問
うう
一般
質問

9
月
定
例
会

～７人の議員が登壇し、活発な議論を展開～

質問、答弁は要約して掲載しています。会議録全文は、町議会ホームページに掲
載予定です。［https://www.town.kunimi.fukushima.jp/site/gikai/］

国見町議会ホームページ国見町議会ホームページ 会議録検索システム会議録検索システム 会議録検索システムへ会議録検索システムへ会議録検索会議録検索➡ ➡ ➡
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町政を問う
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2022.10

問
　

プ
レ
ミ
ア
ム
商

品
券
販
売
に
あ
た

り
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
リ
サ
ー

チ
は
ど
の
よ
う
に
行
っ
た

の
か
。

産
業
振
興

課　
　

長
　

事
業
実
施

前
、
商
店
街

の
実
情
を
把
握
し
て
い
る

当
町
商
工
会
と
綿
密
に
打

ち
合
わ
せ
を
行
っ
た
。

問
　

市
町
村
に
よ
っ

て
は
、
地
域
中
小

店
専
用
券
と
全
店
共
通
券

を
セ
ッ
ト
販
売
し
て
い
る

所
も
あ
る
。
当
町
で
は
、

そ
の
よ
う
な
配
慮
は
無

か
っ
た
の
か
。

産
業
振
興

課　
　

長
　

商
工
会
と

協
議
し
、
消

費
者
が
利
用
し
や
す
い
よ

う
使
用
店
舗
の
線
引
き
は

行
わ
な
か
っ
た
。
他
方

で
、地
元
店
に
対
し
、様
々

な
支
援
策
を
別
に
講
じ
て

い
る
。

業
目
的
は
何
か
。

産
業
振
興

課　
　

長
　

両
回
と
も
、

新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響

を
受
け
た
地
域
経
済
の
活

性
化
と
町
内
の
消
費
拡
大

を
図
る
こ
と
を
事
業
の
目

的
と
し
て
実
施
し
た
。

問
　

令
和
2
年
度
は

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
対
策
中
小
事
業
等
緊

急
対
策
事
業
と
な
っ
て
い

る
が
。

産
業
振
興

課　
　

長
　

実
施
要
綱

と
し
て
、
先

ほ
ど
述
べ
た
通
り
。

問
　

各
々
の
商
品
券

の
取
り
扱
い
割
合

は
。（
大
型
店
舗
、
コ
ン

ビ
ニ
そ
し
て
地
元
小
規
模

店
）産

業
振
興

課　
　

長
　

第
Ⅰ
回
目

は
大
型
店

71
・
7
％
、コ
ン
ビ
ニ
0
・

4
％
、
地
元
店
27
・
9
％
、

第
2
回
目
は
大
型
店
66
・

7
％
、
コ
ン
ビ
ニ
0
・

4
％
、
地
元
店
32
・
7
％
。

問
　

消
防
団
の
課
題

の
一
つ
と
し
て
、

団
員
の
確
保
が
あ
る
。
当

町
に
お
け
る
消
防
団
の
基

準
定
数
お
よ
び
団
員
数
は

何
名
か
。
ま
た
女
性
消
防

団
は
何
人
か
。

住
民
防
災

課　
　

長
　

団
員
の
定

数
は
、
消
防

団
設
置
に
関
す
る
条
例
で

２
６
６
名
と
定
め
ら
れ
て

お
り
、
現
在
の
団
員
数
は

２
３
０
名
。
女
性
消
防
団

員
は
現
在
2
名
。
別
組
織

で
女
性
防
災
ク
ラ
ブ
が
あ

り
、
現
在
２
８
２
人
が
所

属
し
て
い
る
。

問
　

消
防
団
員
数
が

減
少
傾
向
に
あ

る
。
報
酬
の
支
給
方
法
に

も
原
因
が
あ
る
と
さ
れ

る
。
当
町
に
お
い
て
は
、

報
酬
の
支
給
方
法
は
ど
う

な
っ
て
い
る
か
。

住
民
防
災

課　
　

長
　

副
分
団
長

以
上
は
、
個

人
毎
に
、
部
長
以
下
は
、

部
毎
に
現
金
支
給
、
個
人

毎
に
領
収
証
を
頂
い
て
い

る
。問

　

総
務
省
の
指
導

で
は
、
報
酬
は
直

接
個
人
に
支
給
す
る
よ
う

通
達
を
出
し
て
い
る
。
勿

論
、
口
座
振
替
を
推
奨
し

て
い
る
。

住
民
防
災

課　
　

長
　

現
在
の
と

こ
ろ
問
題
は

な
い
が
、公
金
の
透
明
性
、

安
全
性
を
考
え
、
消
防
団

と
と
も
に
今
後
協
議
し
て

進
め
た
い
。

問
　

消
防
設
備
・
装

置
の
近
代
化
が
進

ん
で
い
る
が
、
当
町
で
は

ど
の
よ
う
な
消
防
設
備
・

装
置
・
用
具
を
備
え
て
あ

る
か
。

住
民
防
災

課　
　

長
　

消
防
車
両

15
台
（
内
ポ

ン
プ
車
6
台
、
積
載
車
９

台
）。
さ
ら
に
可
搬
用
ポ

ン
プ
を
配
備
。
装
備
品

は
、
テ
ン
ト
・
無
線
機
・

エ
ン
ジ
ン
カ
ッ
タ
ー
・
救

命
ボ
ー
ト
等
を
配
備
し
て

い
る
。

問
　

当
町
の
人
工
水

利
に
つ
い
て
、
消

火
栓
・
防
火
水
槽
は
何
か

所
あ
り
、
管
理
は
誰
が

や
っ
て
い
る
か
。

住
民
防
災

課　
　

長
　

消
火
栓
１

４
４
か
所
・

防
火
水
槽
１
５
２
基
・
井

戸
水
利
が
5
か
所
あ
る
。

防
火
水
槽
の
管
理
は
基
本

的
に
は
、消
防
団
が
行
う
。

く
に
み
プ
レ
ミ
ア
ム

商
品
券
の
検
証

問
　

第
Ⅰ
回
・
第
2

回
各
々
の
販
売
事

宍戸武志議員

Q
消
防
団
員
確
保
に
お
け
る
課
題
は

A
今
後
、
消
防
団
と
協
議
し
て
い
く
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問
　

大
規
模
災
害
発

生
時
に
自
治
体
応

援
職
員
ら
を
受
け
入
れ
る

体
制
づ
く
り
や
手
順
を
決

め
て
お
く
「
受
援
計
画
」

を
策
定
す
べ
き
で
あ
る
と

あ
っ
た
が
当
町
に
お
い
て

は
、
策
定
時
期
未
定
と
さ

れ
て
い
る
。こ
の
報
道
を
、

町
と
し
て
ど
の
よ
う
に
見

て
い
る
の
か
。

住
民
防
災

課　
　

長
　

防
災
計
画

を
補
完
す
る

計
画
で
あ
り
、
災
害
対
策

本
部
で
運
営
体
系
を
定
め

る
も
の
で
あ
り
、
総
務
省

か
ら
の
照
会
時
に
お
い
て

は
、
確
定
的
な
時
期
を
明

確
に
で
き
な
か
っ
た
。

問
　

２
０
２
３
年
以

降
の
策
定
時
期
が

未
定
と
報
道
が
あ
り
受
援

計
画
は
全
然
進
ん
で
い
な

い
の
で
は
な
い
か
と
捉
え

ら
れ
て
し
ま
う
報
道
で
は

な
か
っ
た
か
。

住
民
防
災

課　
　

長
　

本
年
度
中

に
作
成
で
き

る
か
、
次
年
度
に
な
る
か

未
定
と
の
意
味
で
あ
り
、

全
く
着
手
し
て
い
な
い
と

い
う
こ
と
で
は
な
く
、
誤

解
を
生
む
よ
う
に
受
け
取

ら
れ
た
こ
と
に
危
惧
し
て

い
る
。

問
　

策
定
は
、
強
制

で
は
な
く
任
意
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
自
治
体

で
決
め
る
べ
き
だ
が
、
ど

の
様
に
考
え
て
い
る
の

か
。

住
民
防
災

課　
　

長
　

県
開
催
の

計
画
策
定
支

援
研
修
に
参
加
し
て
お

り
、
そ
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

に
基
づ
い
て
本
年
度
中
に

計
画
案
の
作
成
を
進
め
る

こ
と
で
取
り
組
ん
で
い

る
。問

　

岐
阜
県
池
田

町
、
北
海
道
ニ
セ

コ
町
、
栃
木
県
茂
木
町
の

３
町
と
災
害
時
相
互
応
援

協
定
を
締
結
し
て
い
る

が
、
今
後
の
対
応
を
ど
の

様
に
考
え
て
い
る
の
か
。

住
民
防
災

課　
　

長
　

災
害
時
相

互
応
援
協
定

等
を
結
ん
で
い
る
４
町
に

は
、
町
長
が
訪
問
し
て
感

謝
の
気
持
ち
を
伝
え
て
い

る
。
引
き
続
き
連
携
を
強

化
し
て
い
き
た
い
。

問
　
「
受
援
計
画
」

に
お
い
て
は
、
受

け
入
れ
だ
け
で
は
な
く
災

害
時
お
い
て
は
、
職
員
の

派
遣
も
考
え
な
く
て
は
な

ら
な
い
が
、
ど
の
様
に
考

え
て
い
る
の
か
。

住
民
防
災

課　
　

長
　

特
に
災
害

時
相
互
応
援

協
定
等
を
締
結
し
て
い
る

４
町
か
ら
要
請
が
あ
っ
た

場
合
に
つ
い
て
は
、
最
大

限
の
支
援
を
行
っ
て
い
き

た
い
。

問
　

職
員
を
派
遣
す

る
こ
と
で
、
通
常

業
務
を
滞
り
な
く
進
め
る

た
め
に
ど
の
様
に
考
え
て

い
る
か
。

総
務

課
長
　

今
年
７
月
に
、

業
務
継
続
計
画
を

策
定
し
て
い
る
。
災
害
時

期
、
規
模
、
状
況
に
応
じ

て
臨
機
応
変
に
対
応
し
て

い
く
。

問
　
「
受
援
計
画
」

を
策
定
す
る
こ
と

が
最
大
の
目
的
で
は
な

く
、
こ
の
計
画
を
活
用
し

て
町
民
全
体
と
し
て
ど
う

災
害
に
備
え
て
い
く
考
え

な
の
か
。

町
長
　

町
民
一
人
ひ
と

り
が
災
害
に
対
し

て
き
ち
ん
と
意
識
を
持
っ

て
、
し
っ
か
り
と
避
難
で

き
る
品
々
を
揃
え
て
置
く

こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
そ

の
後
は
行
政
に
頼
っ
て
頂

い
て
構
わ
な
い
。

渡辺勝弘議員

Q
早
急
に
受
援
計
画
を
策
定
す
べ
き

で
は
な
い
か

A
新
年
度
の
配
置
計
画
、
執
行
体
制
に
組
み

込
み
た
い
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問
　

交
通
安
全
対
策

な
ら
び
に
施
設
の

統
廃
合
に
つ
い
て
、
町
長

の
考
え
を
お
聞
か
せ
願
い

た
い
。

町
長
　

役
場
前
の
交
差

点
に
つ
い
て
は
県

道
で
あ
り
、
県
に
は
し
っ

か
り
要
望
し
て
い
く
。
藤

田
駅
前
の
交
通
渋
滞
に
つ

い
て
は
、
交
通
安
全
の
観

点
か
ら
混
雑
の
緩
和
を
図

る
た
め
、
地
権
者
か
ら
一

定
の
用
地
を
町
が
先
行
取

得
し
た
。
今
後
利
用
し
や

す
い
よ
う
に
検
討
し
て
い

く
。
施
設
の
統
廃
合
等
に

つ
い
て
は
、
今
後
の
国
見

町
を
考
え
た
と
き
に
、
今

決
断
し
な
け
れ
ば
手
遅
れ

に
な
る
と
い
う
、
緊
迫
感

を
持
っ
て
決
断
を

し
た
の
で
理
解
を

頂
き
た
い
。

施
設
の
統
廃
合
等
に

よ
る
利
用
方
法
は

問
　

公
共
施
設
等
総

合
管
理
計
画
に
よ

る
と
、
今
後
体
育
館
５
施

設
が
廃
止
対
象
と
な
っ
て

い
る
が
。

教
育
次
長
　

教
育
関
係
の
12

施
設
の
う
ち
体
育

館
の
5
施
設
に
つ
い
て
は

基
本
的
に
上
野
台
体
育
館

に
集
約
す
る
方
針
で
、
観

月
台
体
育
館
に
つ
い
て
は
、

現
在
検
討
中
。
国
見
子
ど

も
ク
ラ
ブ
は
、
く
に
み
学

園
構
想
の
中
で
検
討
し
、

も
も
た
ん
広
場
も
耐
用
年

数
の
関
係
で
用
途
廃
止
対

象
と
し
て
検
討
す
る
。

問
　

交
通
安
全
協
会

及
び
交
通
安
全
母

の
会
の
活
動
に
つ
い
て
問

う
。住

民
防
災

課　
　

長
　

危
険
箇
所

の
確
認
や
交

通
安
全
指
導
・
安
全
施
設

の
清
掃
点
検
等
を
行
っ
て

い
る
。
ま
た
、
母
の
会
で

は
高
齢
者
世
帯
訪
問
等
、

交
通
安
全
啓
発
活
動
も

行
っ
て
い
る
。

問
　

藤
田
駅
前
は
朝

夕
の
通
勤
・
通
学

の
送
迎
車
で
、
一
般
通
行

車
両
の
通
行
に
大
変
支
障

を
来
た
し
て
い
る
。
３
月

の
施
政
方
針
で
駅
前
の
再

整
備
と
道
路
の
改
良
を
掲

げ
て
い
る
が
進
捗
状
況
に

つ
い
て
問
う
。

副
町
長
　

駅
前
の
送

迎
車
待
機
ス

ペ
ー
ス
と
円
滑
な
車
両
運

行
を
確
保
す
る
た
め
、
町

道
改
良
を
伴
う
新
た
な

ロ
ー
タ
リ
ー
の
整
備
を
計

画
し
て
い
る
。
一
部
用
地

の
先
行
取
得
を
行
っ
て
お

り
、
規
模
に
つ
い
て
現
在

検
討
を
進
め
て
い
る
。

問
　

具
体
的
に
は
、

藤
田
駅
前
の
道
路

を
広
げ
る
か
、
ロ
ー
タ

リ
ー
を
広
げ
る
と
い
う
こ

と
か
。

副
町
長
　

町
道
の
位

置
等
も
変
更

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ

と
も
想
定
さ
れ
る
。
ま
た

先
行
取
得
し
た
用
地
を

使
っ
て
ロ
ー
タ
リ
ー
を
新

た
に
作
る
手
法
も
あ
る
か

等
、
そ
れ
ら
も
含
め
て
検

討
中
で
あ
る
。

問
　

役
場
前
の
交
差

点
は
、
現
在
、
仮

設
と
聞
い
て
い
る
が
、
駅

前
か
ら
国
道
４
号
線
へ
の

県
道
は
蛇
行
し
て
お
り
大

変
危
険
な
場
所
で
あ
る
。

い
つ
事
故
が
起
き
て
も
不

思
議
で
は
な
い
。
早
期
に

是
正
し
て
ほ
し
い
。

副
町
長
　

当
該
道
路

は
県
道
で
あ

り
、
今
後
の
整
備
状
況
に

つ
い
て
県
に
確
認
し
た
と

こ
ろ
、
一
部
地
権
者
の
同

意
が
得
ら
れ
な
い
の
で
整

備
時
期
に
つ
い
て
は
未
定

と
の
こ
と
で
あ
る
。
当
面

の
事
故
対
策
と
し
て
、
電

光
掲
示
板
や
路
面
の
ペ
イ

ン
ト
表
示
等
に
よ
り
事
故

防
止
の
喚
起
を
行
っ
た
。

山崎健吉議員

Q
当
町
の
交
通
安
全
対
策
の
取
り
組
み
は

A
藤
田
駅
前
の
ロ
ー
タ
リ
ー
は
安
全
を
確
保

す
る
た
め
改
善
し
て
い
く

JR藤田駅前ロータリー

国見町役場前交差点の様子
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問
　

国
見
農
業
振
興

地
域
整
備
計
画
の

見
直
し
に
は
、
結
果
を
見

据
え
た
長
期
ビ
ジ
ョ
ン
が

必
要
と
考
え
る
が
、
町
の

見
解
を
問
う
。

産
業
振
興

課　
　

長
　

現
在
町
で

は
、
国
見
農

業
振
興
地
域
整
備
計
画
の

見
直
し
を
進
め
て
い
る

が
、
今
後
は
目
標
地
図
の

作
成
が
最
優
先
事
項
と
考

え
て
い
る
。
生
産
者
と
の

話
し
合
い
の
場
を
確
保

し
、
期
限
内
の
計
画
作
成

に
取
り
組
ん
で
い
く
。

問
　

近
年
の
新
規
就

農
者
数
の
推
移

は
。産

業
振
興

課　
　

長
　

平
成
30
年

度
は
２
人
で

桃
を
中
心
と
し
た
果
樹
部

門
、
令
和
２
年
度
は
１
人

で
桃
を
中
心
と
し
た
果
樹

部
門
、
令
和
３
年
度
は
１

人
で
キ
ュ
ウ
リ
を
中
心
と

し
た
野
菜
部
門
、
今
年
度

は
５
人
で
桃
を
中
心
と
し

た
果
樹
部
門
が
２
人
、

キ
ュ
ウ
リ
・
ア
ス
パ
ラ
ガ

ス
を
中
心
と
し
た
野
菜
部

門
が
３
人
。

問
　

新
規
就
農
者
に

対
し
、
農
業
用
機

械
補
助
等
手
厚
い
資
金
補

助
が
必
要
と
考
え
る
が
、

現
在
の
内
容
に
つ
い
て
問

う
。産

業
振
興

課　
　

長
　

国
か
ら
は

年
間
１
５
０

万
円
の
給
付
金
が
最
長
３

年
間
、
機
械
や
農
業
施
設

は
最
高
１
０
０
０
万
ま
で

の
事
業
費
に
対
し
て
四
分

の
三
の
７
５
０
万
円
ま
で

補
助
さ
れ
る
。
町
か
ら
は

最
大
１
５
０
万
円
ま
で
の

貸
付
制
度
が
あ
る
。

問
　

都
会
の
若
者

は
、
農
業
に
魅
力

を
感
じ
る
者
が
多
い
と
聞

く
。
町
と
し
て
都
市
部
と

の
農
業
交
流
の
機
会
を

作
っ
て
い
く
べ
き
と
考
え

る
が
、町
の
見
解
を
問
う
。

産
業
振
興

課　
　

長
　

都
市
部
と

の
交
流
の
推

進
は
、
そ
れ
ぞ
れ
に
住
む

人
々
が
お
互
い
の
地
域
の

魅
力
を
分
か
ち
合
い
、
理

解
を
深
め
る
た
め
に
も
重

要
な
取
り
組
み
で
、
郷
土

食
や
伝
統
文
化
、
の
ど
か

な
田
園
風
景
を
通
じ
た
農

村
地
域
の
魅
力
の
再
発
見

と
利
活
用
に
よ
り
、
地
方

の
活
性
化
に
も
重
要
な
役

割
を
果
た
し
、交
流
人
口
・

関
係
人
口
の
増
加
に
も
つ

な
が
る
。
農
業
に
魅
力
を

感
じ
て
い
る
方
が
い
れ

ば
、
く
に
み
農
業
ビ
ジ
ネ

ス
訓
練
所
の
研
修
生
と
し

て
受
け
入
れ
を
推
進
し
て

い
き
た
い
。

問
　

農
産
物
の
ブ
ラ

ン
ド
化
に
つ
い

て
、
今
後
の
課
題
と
展
望

を
問
う
。

産
業
振
興

課　
　

長
　

ブ
ラ
ン
ド

化
は
生
産
者

側
で
は
な
く
消
費
者
側
が

決
め
る
も
の
で
、
時
間
を

要
す
る
取
り
組
み
で
あ

り
、
若
い
生
産
者
の
力
が

必
要
だ
と
考
え
る
。
国
見

の
農
産
物
の
ブ
ラ
ン
ド
化

に
向
け
、
若
い
生
産
者
の

声
を
し
っ
か
り
と
聞
き
、

熱
意
と
日
々
の
苦
労
が
実

を
結
び
、
消
費
者
に
喜
ば

れ
る
農
産
物
の
生
産

が
継
続
で
き
る
よ
う

進
め
て
い
き
た
い
。

問
　

農
業
振
興

の
為
に
、
グ

リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム

や
桃
オ
ー
ナ
ー
制
度

な
ど
、
体
験
型
の
農

園
の
推
進
を
図
っ
て

い
く
事
が
肝
要
と
考

え
る
が
町
の
考
え
を
問

う
。産

業
振
興

課　
　

長
　

農
業
振
興

の
為
に
は
農

業
従
事
者
を
確
保
す
る
こ

と
が
必
要
で
あ
り
、
農
業

の
魅
力
を
体
験
し
て
も
ら

う
こ
と
が
重
要
と
考
え

る
。
体
験
型
の
農
業
ツ

ア
ー
で
農
業
の
魅
力
に
触

れ
あ
っ
て
も
ら
う
こ
と
、

農
家
民
泊
で
郷
土
料
理
を

ふ
る
ま
う
な
ど
、
お
も
て

な
し
の
心
を
感
じ
て
も
ら

う
こ
と
が
大
切
と
考
え
て

い
る
。
し
っ
か
り
と
事
業

継
続
で
き
る
よ
う
進
め
て

い
く
。

村上　一議員

Q
農
業
振
興
に
よ
る
過
疎
対
策
は

A
担
い
手
確
保
の
た
め
、
体
験
に
よ
り
農
業
の

魅
力
を
伝
え
る
こ
と
が
重
要

くにみ農業ビジネス訓練所で学ぶ訓練生
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県道107号線の通学路

県
道
46
号
線
の
ガ
ー
ド
レ
ー
ル

産
業
振
興

課　
　

長
　

建
築
基
準

法
上
、
倉
庫

業
を
営
む
倉
庫
は
建
築
出

来
な
い
規
制
が
あ
る
。
売

買
は
可
能
と
思
わ
れ
る

が
、
具
体
的
な
用
途
が
重

要
な
の
で
、
予
め
町
に
相

談
い
た
だ
き
た
い
。

問
　

町
で
は
新
た
に

工
業
団
地
を
造
成

す
る
考
え
は
無
い
と
の
事

だ
が
、
国
見
農
業
振
興
地

域
整
備
計
画
で
遊
休
地
や

後
継
者
が
い
な
い
方
の
個

人
の
土
地
を
、
農
地
転
用

な
ど
で
、
企
業
進
出
が
出

来
な
い
か
問
う
。

産
業
振
興

課　
　

長
　

農
振
地
域

の
網
が
掛

か
っ
た
と
こ
ろ
に
つ
い
て

は
、
基
本
的
に
引
き
続
き

農
地
と
し
て
利
活
用
す
る

こ
と
に
な
る
の
で
、
農
地

転
用
は
難
し
い
が
、
目
的

も
含
め
個
別
に
相
談
い
た

だ
き
た
い
。

企
業
誘
致
に
つ
い
て

問
　

第
6
次
国
見
町

総
合
計
画
に
は

「
企
業
誘
致
と
経
営
基
盤

の
強
化
」
と
あ
る
が
、
国

見
町
の
工
業
団
地
お
よ
び

準
工
業
地
域
に
お
け
る
現

状
に
つ
い
て
問
う
。

産
業
振
興

課　
　

長
　

山
崎
地
区

の
工
業
地
域

は
、
14
社
の
企
業
が
所
有

し
て
お
り
、
準
工
業
地
域

は
2
か
所
に
9
社
の
企
業

が
所
有
し
て
い
る
。
現
時

点
で
国
見
町
の
保
有
す
る

土
地
は
な
く
、
数
か
所
が

売
り
に
出
さ
れ
て
い
る
。

問
　

国
見
町
の
有
利

な
立
地
か
ら
土
地

を
求
め
て
い
る
方
も
い

る
。
今
解
体
中
の
ホ
テ
ル

は
第
2
種
住
居
地
域
と
な

る
が
倉
庫
を
建
て
ら
れ
る

の
か
。
ま
た
、
土
地
の
購

入
な
ど
は
出
来
る
の
か
問

う
。

問
　

国
道
で
も
県
道

で
も
町
道
で
も
、

町
民
に
と
っ
て
は
生
活
道

路
で
す
。
県
道
１
０
７
号

線
（
赤
井
畑
国
見
線
）
は

藤
田
駅
に
向
か
う
道
路
で

通
学
路
に
も
な
っ
て
い
る

が
、
未
だ
に
ガ
ー
ド
レ
ー

ル
等
の
設
置
が
さ
れ
て
い

な
い
。
対
応
に
つ
い
て
問

う
。

副
町
長
　

ガ
ー
ド
レ

ー
ル
を
設
置

し
た
場
合
、
車
道
と
歩
行

者
の
通
る
路
側
帯
が
狭
く

な
る
た
め
、
抜
本
的
な
対

策
と
し
て
、
道
路
拡
幅
と

歩
道
の
設
置
に
つ
い
て
県

に
要
望
し
て
い
く
。

問
　

事
故
が
起
き
る

前
に
、
例
え
ば
オ

レ
ン
ジ
の
ポ
ー
ル
を
間
隔

を
開
け
て
設
置
す
る
と

か
、
生
活
道
路
柵
と

い
う
狭
い
道
路
向
け

の
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
の

設
置
な
ど
具
体
的
に

県
に
は
要
望
し
て
い

る
か
問
う
。

副
町
長
　

具
体

的
な
工

法
ま
で
は
要
望
し
て

い
な
い
が
、
県
か
ら

は
、
つ
く
だ
や
交
差

点
か
ら
駅
の
方
へ
60
メ
ー

ト
ル
の
区
間
で
今
年
度
中

に
現
地
調
査
に
入
る
と
の

回
答
を
得
て
い
る
。

問
　

県
道
46
号
線

（
白
石
国
見
線
）

の
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
が
、
塩

カ
ル
等
に
よ
る
腐
食
で
、

無
く
な
っ
て
い
る
箇
所
も

あ
る
が
、
県
に
は
要
望
し

て
い
る
の
か
問
う
。

副
町
長
　

県
に
は
要

望
し
て
お

り
、
来
年
度
予
算
要
求
と

し
て
延
長
４
０
０
メ
ー
ト

ル
の
修
繕
を
実
施
し
た
い

と
の
回
答
を
い
た
だ
い
て

い
る
。

蒲倉　孝議員

Q
国
見
町
内
の
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
・
生
活

道
路
柵
の
設
置
は

A
県
へ
要
望
し
て
お
り
、
順
次
実
施
し
て
い
く
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予
防
接
種
会
場

問
　

４
回
目
の
ワ
ク

チ
ン
接
種
の
進
捗

状
況
は
。

ほ
け
ん

課　
　

長
　

現
在
、
該

当
す
る
４
２

８
１
人
の
方
に
接
種
券
を

送
付
し
て
、
８2
％
に
あ
た

る
３
５
７
０
人
の
方
が
予

約
し
て
お
り
、
９
月
中
に

は
８
割
の
方
の
接
種
が
完

了
す
る
見
込
み
。

問
　

改
め
て
尋
ね
る

が
、
今
回
、
４
回

目
を
接
種
し
て
し
ま
う

と
、
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
対
応

の
二
価
ワ
ク
チ
ン
が
接
種

で
き
る
の
は
来
年
以
降
と

な
っ
て
し
ま
う
。
そ
う
い

う
理
由
で
キ
ャ
ン
セ
ル
し

た
方
が
お
ら
れ
る
と
聞
い

て
い
る
が
、
10
月
以
降
の

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
ど
の
よ

う
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

ほ
け
ん

課　
　

長
　

現
在
の
ワ

ク
チ
ン
接
種

は
、
９
月
末
で
ス
ケ
ジ
ュ

ー
ル
を
終
了
す
る
形
に
な

っ
て
い
る
。
し
か
し
、
国

で
は
令
和
４
年
度
末
ま
で

延
長
す
る
方
向
で
あ
り
、

町
で
は
早
急
な
大
臣
命
令

の
改
定
を
待
っ
て
い
る
。

国
か
ら
の
二
価
ワ
ク
チ
ン

の
配
分
が
明
ら
か
に
な
っ

た
段
階
で
、
医
療
機
関
と

の
調
整
を
進
め
、
接
種
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
お
示
し
し

て
ま
い
り
た
い
。

問
　

今
後
５
回
目
の

ワ
ク
チ
ン
接
種
が

実
施
さ
れ
る
場
合
、
こ
れ

ま
で
と
異
な
る
対
応
は
あ

る
の
か
。

ほ
け
ん

課　
　

長
　

こ
れ
ま
で

ワ
ク
チ
ン
接

種
の
努
力
義
務
の
対
象
外

で
あ
っ
た
５
歳
か
ら
11
歳

に
つ
い
て
も
、
努
力
義
務

が
課
さ
れ
る
こ
と
に
な

る
。問

　

そ
の
5
歳
か
ら

11
歳
の
接
種
の
努

力
義
務
が
課
せ
ら
れ
る
と

い
う
こ
と
で
、
町
と
し
て

強
く
接
種
を
推
し
進
め
る

こ
と
を
考
え
て
い
る
の

か
。

ほ
け
ん

課　
　

長
　

学
校
等
の

集
団
接
種
は

行
わ
な
い
な
ど
、
事
実
上

の
強
制
に
な
ら
な
い
よ
う

に
、
引
き
続
き
留
意
し
た

い
。
ま
た
公
立
藤
田
総
合

病
院
の
小
児
科
と
連
携
す

る
ほ
か
、
保
護
者
の
皆
様

へ
の
説
明
と
、
接
種
機
会

の
確
保
に
向
け
た
努
力
を

進
め
て
ま
い
り
た
い
。

農
繁
期
の
労
働
力

の
確
保
に
何
ら
か

の
対
策
を

問
　

農
業
従
事
者
の

高
齢
化
に
よ
っ

て
、
農
繁
期
の
労
働
力
の

確
保
が
喫
緊
の
課
題
と

な
っ
て
い
る
。
町
の
農
業

振
興
の
た
め
何
ら
か
の
対

策
を
講
ず
る
べ
き
と
思
う

が
。産

業
振
興

課　
　

長
　

町
で
は
、

Ｊ
Ａ
福
島
中

央
会
が
運
営
す
る
求
人
サ

イ
ト
に
つ
い
て
町
民
に
広

く
周
知
す
る
こ
と
、ま
た
、

農
福
連
携
、
企
業
な
ど
の

農
業
参
入
な
ど
あ
ら
ゆ
る

手
法
を
検
討
し
、
農
繁
期

の
労
働
力
確
保
に
取
り
組

ん
で
い
く
。

問
　

県
で
は
、
農
繁

期
の
労
働
力
の
確

保
に
向
け
、
農
作
業
を
請

け
負
う
シ
ス
テ
ム
を
新
た

に
構
築
す
る
と
の
こ
と
だ

が
、
町
に
お
い
て
も
同
様

の
取
り
組
み
が
で
き
な
い

か
。産

業
振
興

課　
　

長
　

県
が
進
め

よ
う
と
し
て

い
る
農
作
業
請
負
シ
ス
テ

ム
は
、
県
の
委
託
を
受
け

た
民
間
企
業
が
、
短
期
雇

用
し
た
求
職
者
を
農
業
法

人
に
派
遣
す
る
も
の
で
、

今
後
モ
デ
ル
事
業
と
し
て

取
り
組
む
も
の
。
町
の
基

幹
産
業
で
あ
る
農
業
が
衰

退
し
な
い
よ
う
、
官
民
連

携
も
含
め
、
ま
ず
は
こ
の

県
の
モ
デ
ル
事
業
の
成
果

を
見
極
め
た
い
。

小林聖治議員

Q
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
分
類
２
類

か
ら
５
類
へ
の
引
き
下
げ
に
よ
る
影
響
は

A
ワ
ク
チ
ン
接
種
費
用
の
自
己
負
担
化
に
よ
り

接
種
控
え
が
危
惧
さ
れ
る
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教
育
長
　

哀
悼
の
意

を
表
明
す

る
。
憲
法
に
は
思
想
及
び

良
心
の
自
由
が
謳
わ
れ
て

い
る
。
心
の
中
で
ど
ん
な

思
想
を
抱
こ
う
と
自
由
で

誰
に
も
制
限
し
た
り
で
き

な
い
、
侵
す
こ
と
の
許
さ

れ
な
い
重
要
な
人
権
の
一

つ
で
あ
り
、
こ
れ
を
尊
重

す
る
。
教
育
に
携
わ
る
も

の
と
し
て
政
治
的
中
立
を

侵
す
よ
う
な
行
為
に
は
特

に
慎
重
で
あ
る
べ
き
と
考

え
る
。

れ
ば
国
葬
を
実
施
す
る
根

本
的
な
法
的
な
根
拠
、
こ

れ
が
曖
昧
で
あ
る
。
閣
議

の
み
で
国
葬
を
決
定
す
る

と
い
う
こ
と
は
国
会
の
軽

視
と
も
い
え
る
。
心
の
内

で
死
を
悼
む
こ
と
が
大
事

か
と
思
う
。
国
は
黙
祷
や

弔
旗
の
掲
揚
を
自
治
体
へ

の
要
請
は
し
な
い
と
の
こ

と
か
ら
、
町
と
し
て
は
検

討
の
余
地
は
な
い
と
考
え

る
。

問
　

厚
生
労
働
省
が

示
し
た
「
新
水
道

ビ
ジ
ョ
ン
」
に
沿
っ
て
向

こ
う
10
年
間
の
水
道
事
業

に
つ
い
て
の
計
画
が
あ

り
、
安
全
で
お
い
し
い
水

の
供
給
が
課
題
だ
が
、
技

術
者
、
人
材
が
不
足
で
あ

る
旨
の
説
明
が
あ
る
が
。

上
下
水
道

課　
　

長
　

高
度
経
済

成
長
期
に
建

設
さ
れ
た
水
道
を
更
新
す

る
事
業
が
増
加
す
る
事
に

よ
り
不
足
が
予
測
さ
れ
る

事
で
記
載
し
て
い
る
。
現

状
は
各
種
研
修
会
に
参
加

し
、
技
術
の
継
承
を
図
っ

て
い
る
の
で
人
材
不
足
は

な
い
。

問
　

災
害
に
強
い
水

道
の
構
築
と
い
う

課
題
で
は
、
広
域
化
さ
れ

た
現
在
の
水
道
施
設
で
は

水
の
確
保
が
困
難
だ
っ
た

の
が
２
０
１
１
年
の
災
害

だ
っ
た
。
広
域
化
の
視
点

で
の
進
め
方
で
い
い
の

か
。上

下
水
道

課　
　

長
　

現
在
８８
％

を
企
業
団
か

ら
、
12
％
を
自
己
水
源
か

ら
取
水
し
て
い
る
。
送
水

管
の
耐
震
化
と
、
町
の
水

道
で
は
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
対

策
を
検
討
、
自
己
水
源
の

活
用
を
含
め
災
害
時
の
水

の
確
保
に
努
め
た
い
。

問
　

事
業
運
営
に
つ

い
て
民
間
委
託
の

推
進
も
検
討
し
て
い
く
と

さ
れ
て
い
る
。
水
を
営
業

の
対
価
と
し
て
扱
う
こ
と

は
「
命
の
水
」
に
ふ
さ
わ

し
く
な
い
。
こ
の
計
画
の

中
で
は
官
民
連
携
、
コ
ン

セ
ッ
シ
ョ
ン
方
式
に
つ
い

て
も
視
野
に
入
っ
て
い
る

の
か
。

上
下
水
道

課　
　

長
　

民
営
化
に

つ
い
て
は
、

民
間
企
業
が
加
入
す
る
こ

と
は
利
益
向
上
を
優
先
さ

せ
た
経
営
に
な
る
こ
と
が

考
え
ら
れ
る
。
現
在
の
と

こ
ろ
町
で
は
民
営
化
に
つ

い
て
の
考
え
は
な
い
。

町
民
に
弔
意
の

要
請
を
す
る
の
か

問
　

安
倍
元
首
相
が

凶
弾
に
倒
れ
る
と

い
う
事
態
は
閣
議
で
国
葬

と
さ
れ
た
。
弔
意
を
表
す

る
。
役
場
庁
舎
、
学
校
な

ど
公
共
施
設
で
半
旗
を
掲

げ
る
こ
と
や
弔
意
を
示
す

黙
祷
な
ど
は
組
織
と
し
て

行
わ
な
い
こ
と
が
現
代
の

民
主
主
義
あ
り
、
内
心
は

尊
重
さ
れ
る
こ
と
で
あ
る

が
町
長
、
教
育
長
の
所
信

を
問
う
。

町
長
　

国
民
の
一
人
と

し
て
哀
悼
の
意
を

表
す
る
。
国
葬
令
が
廃
止

さ
れ
て
い
る
こ
と
を
考
え

浅野富男議員

Q
安
全
に
水
を
供
給
す
る
に
は

A
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
機
能
を
充
実
す
る

おいしい水が供給されている上水道

こんな活動もしています
レポート
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９月６日
９月定例会（～16日）

議会運営委員会、全員協議会、総務文教常任委員会、
産業建設常任委員会

９月７日 広報常任委員会

９月16日 広報常任委員会

９月21日 広報常任委員会

９月26日
伊達地方消防組合議会臨時会（伊達市）

福島地方水道用水供給企業団例月出納検査（福島市）

９月28日
例月出納検査

広報常任委員会

９月29日 公立藤田総合病院組合議会定例会

10月５日 広報常任委員会

10月６日 岩手県田野畑村議会　政務調査会視察来庁

10月12日 議会行政調査(～14日　北海道別海町　他)

10月19日 北海道芦別市議会総務常任委員会視察来庁

議会の動き議会の動き

サ
ポ
ー
ト
の
他
、
子
ど
も
た
ち

の
関
心
事
に
テ
ー
マ
を
絞
り
そ

の
解
明
を
通
じ
て
学
ぶ
力
を
身

に
つ
け
る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
も
行

わ
れ
て
い
ま
す
。

　

質
疑
で
は
、
小
・
中
学
生
の

参
加
状
況
や
、
昨
年
度
の
進
学

状
況
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
と

放
課
後
塾
と
の
関
わ
り
な
ど
多

数
の
質
疑
が
あ
り
ま
し
た
。

　

８
月
19
日
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
動
向
、
町
内

の
感
染
状
況
と
今
後
の
見
通
し

と
対
応
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ

い
て
、
当
該
所
管
で
あ
る
ほ
け

ん
課
長
よ
り
説
明
を
受
け
ま
し

た
。

　

７
月
の
感
染
者
45
人
に
対

し
、
８
月
の
感
染
者
は
８
月
半

ば
の
時
点
で
１
８
９
人
で
あ

り
、
な
お
連
日
新
規
感
染
が
発

表
さ
れ
て
い
る
な
ど
、
収
束
の

見
透
し
が
立
た
な
い
状
況
で
あ

る
こ
と
、
町
職
員
の
感
染
も
増

え
る
な
ど
、
今
ま
で
よ
り
蔓
延

し
て
い
る
こ
と
、
ワ
ク
チ
ン
の

接
種
が
４
回
目
は
44
・
５
％
と

低
く
（
８
月
中
旬
現
在
）、
接

種
率
を
も
っ
と
上
げ
る
よ
う
Ｐ

Ｒ
が
必
要
、
な
ど
の
ほ
か
、
最

近
の
感
染
状
況
を
踏
ま
え
た
国

や
県
の
最
新
の
動
向
に
つ
い
て

説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

（
報
告
者
　
八
島
博
正
）

　

７
月
21
日
、
藤
田
駅
前
に
あ

る
放
課
後
塾
ハ
ル
の
状
況
に
つ

い
て
所
管
課
で
あ
る
生
涯
学
習

課
及
び
放
課
後
塾
ハ
ル
塾
長
よ

り
、
事
業
目
的
や
事
業
内
容
に

つ
い
て
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　

こ
の
塾
は
、
町
か
ら
委
嘱
さ

れ
た
地
域
お
こ
し
協
力
隊
を
中

心
と
し
た
ス
タ
ッ
フ
に
よ
り
運

営
さ
れ
て
お
り
、
通
常
の
学
習

塾
の
よ
う
な
受
験
対
策
の
学
習

こんな活動もしています
レポートレポート

常任委員会Report

総
務
文
教

生
涯
学
習
課
所
管
事
務
調
査

ほ
け
ん
課

所
管
事
務
調
査

放
課
後
塾
ハ
ル
に
つ
い
て
説
明
す
る
三
好
菜
月
塾
長

　

令
和
４
年
９
月
30
日
任
期
満

了
に
よ
り
、
志
村
裕
美
氏
（
高

城
）
の
再
任
に
同
意
し
ま
し

た
。

　

令
和
４
年
12
月
31
日
任
期
満

了
に
よ
り
、
赤
坂
正
弘
氏
（
小

坂
）
の
再
任
を
適
任
と
し
ま
し

た
。

人

事

教
育
委
員
会
委
員

の
任
命
に
同
意

人
権
擁
護
委
員

候
補
者
の
推
薦
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大
会
で
は
、
3
町
議
会
よ
り

提
出
さ
れ
た
要
望
事
項
5
件
と

大
会
決
議
・
特
別
決
議
が
採
択

さ
れ
ま
し
た
。

　

各
町
議
会
提
出
要
望
事
項

は
、
以
下
の
と
お
り
で
す
。

国
見
町

　

一
般
国
道
4
号
線
伊
達
拡
幅

4
車
線
化
の
整
備
促
進
及
び
重

要
路
線
の
県
道
格
上
げ
並
び
に

県
道
五
十
沢
・
国
見
線
の
歩
道

設
置
に
つ
い
て

国
見
町
・
桑
折
町

　

地
域
医
療
の
確
保
に
つ
い
て

桑
折
町

　

一
、
県
道
の
整
備
促
進
並
び

に
被
災
橋
梁
の
早
期
改
修
に
つ

い
て

　

①
主
要
地
方
道
浪
江
・
国
見

線
「
伊
達
崎
橋
」
の
架
け

替
え
に
つ
い
て

　

②
一
般
道
拡
幅
及
び
歩
道
設

置
に
つ
い
て

第
17
回  

伊
達
郡
町
議
会
議
員
大
会

要望事項を説明する八島博正議員

　

８
月
23
日
（
火
）、
午
後
2

時
よ
り
福
島
市
に
お
い
て
臨
時

議
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

提
出
さ
れ
た
議
案
は
議
案
１

件
、
報
告
１
件
で
あ
り
、
ま
ず

議
案
第
５
号
、
令
和
3
年
度
福

島
地
方
水
道
用
水
供
給
企
業
団

水
道
用
水
供
給
事
業
会
計
決
算

認
定
の
件
に
つ
い
て
は
、
原
案

通
り
可
決
・
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
報
告
第
２
号
、
福
島

地
方
水
道
用
水
供
給
企
業
団
水

道
用
水
供
給
事
業
会
計
予
算
の

継
続
費
精
算
の
件
に
お
い
て
、

企
業
団
事
業
会
計
予
算
の
事
故

繰
越
に
つ
き
報
告
が
あ
り
ま
し

た
。（

報
告
者
　
東
海
林
一
樹
）

一※

部
事
務
組
合
報
告

※
一
部
事
務
組
合
と
は

複
数
の
市
町
村
が
、
事
務
の

一
部
を
共
同
で
行
う
た
め
に

設
置
す
る
団
体

福
島
地
方
水
道
用
水

供
給
企
業
団
臨
時
議
会

　

7
月
20
日
、
伊
達
郡
3
町
の
国
見
町
・
桑
折
町
・
川
俣
町
議

会
議
員
に
よ
る
大
会
が
、「
川
俣
町
中
央
公
民
館
」
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

③
昭
和
大
橋
及
び
伊
達
橋
の

改
修
工
事
に
つ
い
て

川
俣
町

　

復
興
事
業
に
係
る
財
源
の
確

保
等
に
つ
い
て

　

広
瀬
川
河
川
改
修
に
つ
い
て

　

東
京
電
力
福
島
第
一
原
子
力

発
電
所
事
故
へ
の
対
応
に
関
す

る
特
別
決
議

『
出
席
者
』

　

来
賓
は
、
引
地
町
長
は
じ
め

8
名
議
員
及
び
関
係
者
47
名

『
表　

彰
』

　

佐
藤
定
男
議
員
が
、「
町
村

議
会
議
員
と
し
て
11
年
以
上
在

職
功
労
者
」
福
島
県
町
村
議
会

議
長
表
彰
を
表
彰
さ
れ
ま
し

た
。 特

別
決
議
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９月議会を傍聴したみなさんからアンケートによりたくさんのご意見をいただきました。（抜粋）

傍聴者からの

声
●議会だよりが楽しみです。議場の温度調節が気にな

りました。 （70代・女性）

●女性議員がいなくなり、町執行部には女性が4人い

る。町政運営には、女性の声も尊重すべき。

 （年齢不詳・男性）

●一般質問の持ち時間を、1人につき30分程度にした

らいかがでしょうか。 （年齢・性別不詳）

●会議資料のデジタル化（議員のタブレット導入）を

推進してはどうか。資料印刷等が必要なくなり、

事務負担の軽減につながる。 （30代・男性）

●一般質問について、提出締切もあるので仕方のない

ことですが、これから寒くなり、油（ガソリン・灯

油等）、その他諸物価も値上がりし、町としての一

般家庭への経済的支援があるのか、ないのか気に

なります。

　　また、旧統一教会の信者の方で、大変苦労されて

いる方など、そのあたりの質問があっても良かっ

たかも。 （60代・男性）

次の定例会は12月上旬に
開催予定です。

詳しくは議会事務局へお問い合わせください。
℡ 585-3295（直通）　

＊＊ 議会を傍聴される皆様へ ＊＊
新型コロナウイルス感染症予防のため、本会議を傍聴
される際は、次のことにご協力をお願いいたします。

傍聴者が多い場合は入場を制限させていただ
きますので、ご了承ください。
１．マスクの着用と入場時の手指消毒をお願いいたし

ます。
2．入場時に検温をさせていただきます。
3．発熱など体調がすぐれない場合は、傍聴をご遠慮

ください。

議会本会議はインターネットでライブ配信
しておりますので、ぜひご利用ください。
https://www.town.kunimi.fukushima.
jp/site/gikai/

（議会ライブ配信）

議会報告懇談会を
開催します

議会報告懇談会を
開催します

国見町議会では、９月定例会の内容など議会の活動
内容を町民の皆さまにお伝えするとともに、議会に
対するご意見・ご要望をお聞かせいただく場として、
コロナ禍により中止しておりましたが、約２年ぶりに
議会報告懇談会を開催いたします。

※開催内容はどの会場も同じです。ご都合のよい日時・会場に
　ご参加ください。

【開催日時・会場】

11月10日(木) 
午後6時00分

11日(金) 
午後6時00分

12日(土) 
午後4時00分

小坂農村総合管理センター

森江野町民センター

大木戸ふれあいセンター

国見東部高齢者等活性化センター

観月台文化センター大研修室
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９
月
定
例
会
会
期
中
の
９
月

９
日
、
令
和
３
年
度
の
決
算
認

定
に
つ
い
て
の
議
案
調
査
の
一

環
と
し
て
、
令
和
３
年
度
中
に

行
わ
れ
た
主
な
事
業
の
成
果
を

確
認
す
る
た
め
、
全
議
員
で
現

地
調
査
を
行
い
ま
し
た
。
調
査

し
た
事
業
は
次
の
と
お
り
で
す
。

①
道
の
駅
国
見
あ
つ
か
し
の
郷

災
害
復
旧
工
事

②
あ
つ
か
し
千
年
公
園
整
備
事

業
③
林
道
貝
田
線
法
面
復
旧
工
事

（
繰
越
）

④
国
見
町
観
月
台
文
化
セ
ン

タ
ー
災
害
復
旧
工
事
等

　

参
加
議
員
か
ら
は
、
活
発
な

質
問
と
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

災害復旧工事を行った林道貝田線の現場を確認

編

集

後

記

遠藤　一夫さん
（鳥取町内会）

私
も
ひ
と
言

傍
聴
に
行
く
よ
う
に
な
っ
て

ず
、傍
聴
者
が
お
菓
子
を
配
っ
て
、

食
べ
な
が
ら
隣
の
傍
聴
者
と
大
き

な
声
で
喋
っ
て
い
ま
し
た
。

　

私
は
、
う
る
さ
く
て
質
問
・
答

弁
が
聞
こ
え
ず
、
静
か
に
し
て
下

さ
い
と
怒
っ
た
事
を
思
い
出
し
ま

す
。

　

傍
聴
す
る
の
が
初
め
て
の
こ
と

で
も
あ
り
、
議
会
と
い
う
も
の
が

分
か
ら
な
い
事
も
あ
っ
て
、
必
死

に
な
っ
て
メ
モ
を
取
っ
た
覚
え
が

あ
り
ま
す
。

　

震
災
後
、
新
庁
舎
で
の
議
場
も

一
新
し
、
質
問
す
る
内
容
も
事
前

に
回
覧
さ
れ
る
等
、
議
会
も
大
き

く
様
変
わ
り
を
し
た
と
思
い
ま

す
。

　

傍
聴
人
も
各
種
団
体
の
方
が
お

ら
れ
た
り
、
職
員
さ
ん
が
お
ら
れ

た
り
と
幅
が
広
く
な
っ
て
き
た
の

か
な
と
感
じ
ま
す
。

　

議
会
は
、
国
見
町
を
も
っ
と
良

く
し
た
い
夢
と
、
出
来
る
か
ど
う

か
の
環
境
・
財
源
を
示
し
て
く
れ

る
場
所
だ
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

人
口
は
減
る
一
方
で
財
源
も
厳
し

い
状
況
と
思
い
ま
す
が
、
こ
れ
か

ら
の
子
供
達
の
為
に
最
善
の
工
夫

で
頑
張
っ
て
頂
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

　

議
会
傍
聴
と
の
係
わ
り
は
、
２

０
０
８
年
会
社
を
定
年
退
職
し
た

時
で
し
た
。

　

国
見
町
の
事
が
何
も
分
か
ら

ず
、
町
の
事
を
知
ろ
う
と
、
歴
史

出
前
講
座
へ
参
加
し
た
事
、
国
見

町
議
会
の
一
般
質
問
傍
聴
を
し
た

事
が
き
っ
か
け
で
し
た
。

　

現
在
も
特
別
用
事
の
な
い
限

り
、
町
の
歴
史
町
民
講
座
受
講
と

町
議
会
の
一
般
質
問
、
午
前
中
は

議
会
傍
聴
に
決
め
て
お
り
ま
す
。

　

２
０
０
８
年
頃
の
議
会
は
、
議

員
さ
ん
と
傍
聴
町
民
の
間
が
濃
い

と
い
う
か
、
議
員
さ
ん
を
応
援
す

る
支
持
者
が
多
い
と
い
う
か
、
休

憩
の
時
に
は
、
議
員
さ
ん
と
傍
聴

者
に
﹃
こ
の
前
は
ど
う
も
﹄
と
言

う
様
な
当
た
り
前
の
日
常
会
話
が

あ
り
ま
し
た
。

　

又
、
議
会
中
に
も
か
か
わ
ら

　

昔
か
ら
、「
暑
さ
寒
さ
も
彼
岸

ま
で
」
と
申
し
ま
し
て
、
あ
れ
ほ

ど
、
う
だ
る
よ
う
な
暑
さ
が
続

き
、
秋
が
来
な
い
の
で
は
な
い
か

と
思
わ
れ
た
季
節
が
、
一
変
し
て

秋
ら
し
い
心
地
良
い
季
節
と
な
り

ま
し
た
。

　

ま
た
、
田
ん
ぼ
も
、
黄
金
色
し

た
稲
穂
が
豊
作
を
予
感
さ
せ
る
よ

う
、
大
き
く
垂
れ
て
お
り
、
稲
刈

り
が
最
盛
期
を
迎
え
る
季
節
と
な

り
ま
し
た
。

　

さ
て
、
３
年
ぶ
り
の
「
義
経
ま

つ
り
」
が
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
に
配
慮
し
て
、
時
間
短
縮
し

て
感
染
対
策
を
十
分
行
い
な
が
ら

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
ま
で
と
違
っ
た
、「
義
経
ま
つ

り
」
で
あ
り
ま
し
た
が
、
凄
い
人

出
で
あ
り
、
売
り
切
れ
続
々
の
店

舗
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
ほ
ど
、

皆
さ
ん
が
イ
ベ
ン
ト
を
待
ち
望
ん

で
い
た
結
果
だ
と
思
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
本
町
に
お
け
る
、
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
心
配
は

ま
だ
ま
だ
で
あ
る
と
思
わ
れ
ま

す
。
そ
の
た
め
に
も
町
民
の
安

心
安
全
の
た
め
に
、
議
会
一
丸
と

な
っ
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す

の
で
、
今
後
と
も
ご
意
見
等
賜
り

ま
す
よ
う
お
願
い
致
し
ま
す
。

（
渡
辺
勝
弘
）
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３
年
度
の
事
業
の
成
果
を
調
査

今後の予定
10月26日 臨時議会

10月27日

伊達地方消防組合議会定例会
（伊達市）

伊達地方衛生処理組合議会定例会
（伊達市）

10月31日 栃木県茂木町議会だより編集特別
委員会行政視察来庁

11月２日 子ども議会

11月４日 地方自治研究交流セミナー
（桑折町）

11月10日
　～12日 議会報告懇談会

11月21日 議員懇談会

12月６日
　～９日 12月定例会（予定）

12月16日 地方自治研究交流セミナー
(国見町)

１月11日 地方自治研究交流セミナー
（川俣町）


